
令和 3 年 12 月 24 日（金曜日） 

第 53 回佐賀市新型コロナウイルス感染症対策本部会議  

第 17 回佐賀市新型コロナウイルスワクチン接種対策本部会議  

 

【市長挨拶】  

 （感染状況） 

・佐賀県では３６日連続、佐賀市では５２日連続「ゼロ」と落ち着いた状況。 

  ・一方、欧米をはじめ外国ではオミクロン株が急速に感染拡大しており、油断が許されない

状況。 

  ・国内での感染拡大も危惧されるため、市民の皆様におかれても、これまで取り組んでいる

基本的な感染予防対策の徹底をお願いします。 

（ワクチン接種） 

・現在、佐賀市では、国の「追加接種の前倒しの方針」を受けて、２回目の接種日から６カ

月を経過された医療関係者の方々から、３回目のワクチンを接種していただいている。 

・２月から予定している高齢者への接種についても「２回目の接種日から、７カ月以上経過

された方」を対象に前倒し接種をしたいと考えている。 

・市民の皆様への３回目の接種券の発行は、来月から、順次、郵送することとしている。 

・市民の皆様には、感染拡大防止や重症化予防の観点から、３回目のワクチン接種をお願い

したい。 

・医療関係者の皆様には、感謝を申し上げるとともに、引き続き、ご協力をお願いしたい。 

（帰省される方へのメッセージ） 

  ・今回、帰省を計画されている方は、ふるさとに戻ってこられて、久しぶりの佐賀市を満喫

して過ごして頂きたい。 

・そのためにも、今のうちから徹底した体調管理をお願いするとともに、帰省中は、飲食等

の機会でも、十分な感染対策をして楽しんで頂きたい。 

 ・帰省される皆さんは、お気をつけて、楽しみに戻って来られ、新たな１年を迎えて欲しい

と願っている。 

 

 

【主な確認事項・協議事項等】 

１ 感染症対策について 

（1） 新型コロナウイルス感染症の感染状況について 

・佐賀県・佐賀市においては、現在陽性者ゼロが続いているが、懸念されるのは「オミクロ

ン株」の流行。 

・大阪、京都でも市中感染が確認され、本日も東京で市中感染の疑いがあるとの報道もあり、

今後の感染拡大が懸念される。 

・オミクロン株に関しては、「症状は軽い」などの情報もあるが、その実態についてまだ十



分なデータが揃っていない。 

・オミクロン株の陽性者数の増加スピードは、デルタ株の時以上と想定される。 

 

 

（2） ワクチン・検査パッケージ制度及び県の検査体制について 

・目的、適用範囲等の制度概要を説明。 

・佐賀県においては、無症状の人のうち、ワクチン・検査パッケージ等の利用のため、陰性

確認が必要となる①と②の人を対象にＰＣＲ検査または抗原検査を受けることができる。 

①基礎疾患、副反応の懸念など健康上の理由によりワクチン接種を受けられない人 

②１２歳未満の人 

・佐賀県においては、現在８カ所で検査を受けられるが、今後、県では拡大していく予定。 

  

 

２ 新型コロナウイルスワクチン接種について 

接種率 

・佐賀市における接種対象者全体での接種率は、１回目８４．９％、２回目８４．１％、現

段階で医療従事者等が対象となる３回目は０．６０％。 

・1 回目と２回目のワクチン接種希望者の接種は、ほぼ完了している。 

 

追加接種（３回目接種） 

・国は、接種間隔を８カ月としていたが、１２月１７日の厚生労働省の事務連絡により、医

療従事者や高齢者施設入所者等は６カ月、それ以外の高齢者は７カ月と前倒しとなった。 

・佐賀市でも国の方針に沿って、間隔を前倒しして実施する。 

・本日の自治体向け説明会で、前倒し接種の詳細が説明される。 

・接種体制は、個別接種を中心に集団接種で補完して実施予定。 

・１２月２７日に高齢者施設の前倒し接種を実施し、シオンの園の施設従事者への接種を実

施する予定。 

 

電子版接種証明書 

・１２月２０日から、スマートフォンで国内用と海外用の２種類の電子版接種証明書が発行

できるようになった。 

・佐賀市では、開始からの３日間で２，３６２件発行されている。 

 


